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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを出力する画像データ出力手段と、
　ページ毎にページ位置標識が予め形成されているとともに、一方の面に画像が形成され
た帯状の記録媒体の当該ページ位置標識を検出するページ位置標識検出手段と、
　前記ページ位置標識検出手段よりも前記記録媒体の搬送方向下流側に位置し、前記画像
データ出力手段から前記画像データを取得し、前記画像データに基づく複数ページの画像
と、画像の色ずれを検出するための第１色ずれ標識とを、前記記録媒体の他方の面の各ペ
ージに、前記ページ位置標識検出手段が前記ページ位置標識を検出する毎に形成する第１
画像形成手段と、
　前記第１画像形成手段よりも前記記録媒体の搬送方向下流側に位置し、前記画像データ
出力手段から前記画像データを取得し、前記画像データに基づく複数ページの画像であっ
て前記第１色ずれ標識とは異なる色の画像と、画像の色ずれを検出するための当該第１色
ずれ標識とは異なる第２色ずれ標識とを、当該記録媒体の前記他方の面の各ページに、前
記ページ位置標識検出手段が前記ページ位置標識を検出する毎に形成する第２画像形成手
段と、
　前記記録媒体上に形成された前記第１色ずれ標識および前記第２色ずれ標識を検出する
色ずれ標識検出手段とを備え、
　前記色ずれ標識検出手段が前記第１色ずれ標識および前記第２色ずれ標識を検出すると
、前記第２画像形成手段がその後のページ位置標識に基づく画像形成タイミングを、前記
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第１色ずれ標識および前記第２色ずれ標識の検出タイミングに基づいて色ずれがなくなる
ように調整することを特徴とする印刷システム。
【請求項２】
　前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段の各々は、１または複数の像保持体
と、当該像保持体に対応して設けられ、当該像保持体を露光して静電潜像を形成する１ま
たは複数の露光手段とを有し、当該露光手段は、前記ページ位置標識の検出タイミングに
対応させて前記ページ毎の露光開始タイミングが設定されることを特徴とする請求項１記
載の印刷システム。
【請求項３】
　前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段の各々は、前記画像データ出力手段
から取得した前記画像データをページ単位で記憶する複数の記憶手段を有し、当該記憶手
段から当該画像データを前記ページ位置標識の検出タイミングに基づいて交互に読み出す
ことを特徴とする請求項１記載の印刷システム。
【請求項４】
　前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段は、前記ページ位置標識検出手段が
前記記録媒体上の１の前記ページ位置標識を検出し、当該１のページ位置標識の次の前記
ページ位置標識を検出するまでの時間における前記記録媒体の搬送量が所定量よりも少な
い場合に、当該時間における当該搬送量が当該所定量以上となるように当該次のページ位
置標識に対応するページでの前記画像形成の開始タイミングを設定することを特徴とする
請求項１記載の印刷システム。
【請求項５】
　前記ページ位置標識検出手段が前記記録媒体上の１の前記ページ位置標識を検出し、当
該１のページ位置標識の次の前記ページ位置標識を検出するまでの時間における前記記録
媒体の搬送量が所定量よりも少ない場合に、前記第１画像形成手段および前記第２画像形
成手段にて形成される画像に欠損が生じる恐れがあることを警告する警告手段をさらに備
えたことを特徴とする請求項１記載の印刷システム。
【請求項６】
　前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段は、前記ページ位置標識検出手段が
前記記録媒体上の１の前記ページ位置標識を検出し、当該１のページ位置標識の次の前記
ページ位置標識を検出するまでの時間における前記記録媒体の搬送量が所定量よりも少な
い場合に、前記画像の形成を停止することを特徴とする請求項１記載の印刷システム。
【請求項７】
　前記画像データ出力手段は、前記画像データに前記ページの先頭位置を示すページ先頭
位置データを付加して前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段に出力すること
を特徴とする請求項１記載の印刷システム。
【請求項８】
　前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段が前記時間における前記搬送量が前
記所定量以上となるように前記ページでの前記画像形成の開始タイミングを設定した場合
に、当該画像形成の開始タイミングに対応させて前記記録媒体の搬送速度を調整する搬送
速度制御手段をさらに備えたことを特徴とする請求項４記載の印刷システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に画像を形成する印刷システム等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、第１のプリンタから排出された記録媒体である印刷用紙を表裏反転し
て第２のプリンタに給紙し、第１および第２のプリンタの各々にて印刷することにより両
面印刷を行うに際して、第２のプリンタにて識別可能な目印を印刷用紙上に形成しておき
、第２のプリンタは、付された目印の位置を基準として、印刷用紙の表面に印刷されたイ
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メージと、裏面に印刷すべきイメージとの位置を合わせるように紙送り制御を行う両面印
刷装置が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－６３０７２号公報(第５－６頁)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、同一の記録媒体上に複数の画像形成装置が画像を形成する際の画像相互の位
置合わせの精度向上を図ることを目的する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に係る発明は、画像データを出力する画像データ出力手段と、ページ毎にペー
ジ位置標識が予め形成されているとともに、一方の面に画像が形成された帯状の記録媒体
の当該ページ位置標識を検出するページ位置標識検出手段と、前記ページ位置標識検出手
段よりも前記記録媒体の搬送方向下流側に位置し、前記画像データ出力手段から前記画像
データを取得し、前記画像データに基づく複数ページの画像と、画像の色ずれを検出する
ための第１色ずれ標識とを、前記記録媒体の他方の面の各ページに、前記ページ位置標識
検出手段が前記ページ位置標識を検出する毎に形成する第１画像形成手段と、前記第１画
像形成手段よりも前記記録媒体の搬送方向下流側に位置し、前記画像データ出力手段から
前記画像データを取得し、前記画像データに基づく複数ページの画像であって前記第１色
ずれ標識とは異なる色の画像と、画像の色ずれを検出するための当該第１色ずれ標識とは
異なる第２色ずれ標識とを、当該記録媒体の前記他方の面の各ページに、前記ページ位置
標識検出手段が前記ページ位置標識を検出する毎に形成する第２画像形成手段と、前記記
録媒体上に形成された前記第１色ずれ標識および前記第２色ずれ標識を検出する色ずれ標
識検出手段とを備え、前記色ずれ標識検出手段が前記第１色ずれ標識および前記第２色ず
れ標識を検出すると、前記第２画像形成手段がその後のページ位置標識に基づく画像形成
タイミングを、前記第１色ずれ標識および前記第２色ずれ標識の検出タイミングに基づい
て色ずれがなくなるように調整することを特徴とする印刷システムである。
【０００６】
　請求項２に係る発明は、請求項１記載の印刷システムにて、前記第１画像形成手段およ
び前記第２画像形成手段の各々は、１または複数の像保持体と、当該像保持体に対応して
設けられ、当該像保持体を露光して静電潜像を形成する１または複数の露光手段とを有し
、当該露光手段は、前記ページ位置標識の検出タイミングに対応させて前記ページ毎の露
光開始タイミングが設定されることを特徴とする。
　請求項３に係る発明は、請求項１記載の印刷システムにて、前記第１画像形成手段およ
び前記第２画像形成手段の各々は、前記画像データ出力手段から取得した前記画像データ
をページ単位で記憶する複数の記憶手段を有し、当該記憶手段から当該画像データを前記
ページ位置標識の検出タイミングに基づいて交互に読み出すことを特徴とする。
【０００７】
　請求項４に係る発明は、請求項１記載の印刷システムにて、前記第１画像形成手段およ
び前記第２画像形成手段は、前記ページ位置標識検出手段が前記記録媒体上の１の前記ペ
ージ位置標識を検出し、当該１のページ位置標識の次の前記ページ位置標識を検出するま
での時間における前記記録媒体の搬送量が所定量よりも少ない場合に、当該時間における
当該搬送量が当該所定量以上となるように当該次のページ位置標識に対応するページでの
前記画像形成の開始タイミングを設定することを特徴とする。
　請求項５に係る発明は、請求項１記載の印刷システムにて、前記ページ位置標識検出手
段が前記記録媒体上の１の前記ページ位置標識を検出し、当該１のページ位置標識の次の
前記ページ位置標識を検出するまでの時間における前記記録媒体の搬送量が所定量よりも
少ない場合に、前記第１画像形成手段および前記第２画像形成手段にて形成される画像に
欠損が生じる恐れがあることを警告する警告手段をさらに備えたことを特徴とする。
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【０００８】
　請求項６に係る発明は、請求項１記載の印刷システムにて、前記第１画像形成手段およ
び前記第２画像形成手段は、前記ページ位置標識検出手段が前記記録媒体上の１の前記ペ
ージ位置標識を検出し、当該１のページ位置標識の次の前記ページ位置標識を検出するま
での時間における前記記録媒体の搬送量が所定量よりも少ない場合に、前記画像の形成を
停止することを特徴とする。
　請求項７に係る発明は、請求項１記載の印刷システムにて、前記画像データ出力手段は
、前記画像データに前記ページの先頭位置を示すページ先頭位置データを付加して前記第
１画像形成手段および前記第２画像形成手段に出力することを特徴とする。
【００１０】
　請求項８に係る発明は、請求項４記載の印刷システムにて、前記第１画像形成手段およ
び前記第２画像形成手段が前記時間における前記搬送量が前記所定量以上となるように前
記ページでの前記画像形成の開始タイミングを設定した場合に、当該画像形成の開始タイ
ミングに対応させて前記記録媒体の搬送速度を調整する搬送速度制御手段をさらに備えた
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の請求項１によれば、本発明を採用しない場合に比べて、同一の記録媒体上に複
数の画像形成装置が画像を形成する際の画像相互の位置合わせの精度向上を図ることがで
きる。
　本発明の請求項２によれば、本発明を採用しない場合に比べて、ページ毎の画像位置合
わせを精度良く行うことができる。
　本発明の請求項３によれば、ページ毎の高精度な画像位置合わせに対応させて、画像デ
ータを効率良く読み出すことができる。
【００１２】
　本発明の請求項４によれば、本発明を採用しない場合に比べて、画像欠損が生じること
を抑制することができる。
　本発明の請求項５によれば、画像欠損が生じる恐れがあることを利用者に認識させるこ
とができる。
　本発明の請求項６によれば、本発明を採用しない場合に比べて、画像欠損が生じること
を抑制することができる。
　本発明の請求項７によれば、本発明を採用しない場合に比べて、画像データを正確にペ
ージ毎に振り分けることができる。
【００１３】
　本発明の請求項８によれば、本発明を採用しない場合に比べて、画像欠損が生じること
を抑制すると同時に、ページ毎の画像位置合わせの精度を維持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　[実施の形態１]
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　図１は本実施の形態の印刷システム１の全体構成を示した図である。図１に示した印刷
システム１は、記録媒体の一例として、帯状に形成された媒体であり、連続した媒体であ
る連帳紙Ｐに画像を形成する所謂連帳プリンタが２台連結されて、連帳紙Ｐの両面に画像
を形成するように構成されたものである。すなわち、本実施の形態の印刷システム１は、
連帳紙Ｐの搬送方向上流側から下流側に向かって、連帳紙給紙装置３００、上流側に配置
された画像形成手段（画像形成装置）の一例としての第１プリンタ１００Ａ、バッファユ
ニット２００（後段参照）、表裏反転ユニット５００、下流側に配置された画像形成手段
（画像形成装置）の一例としての第２プリンタ１００Ｂ、連帳紙巻取装置４００が備えら
れている。
　また、本実施の形態の印刷システム１には、印刷システム１を構成する各装置の動作を
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制御する制御コンピュータ６００が備えられている。そして、制御コンピュータ６００は
、通信ネットワーク７００を介して、連帳紙給紙装置３００、第１プリンタ１００Ａ、第
２プリンタ１００Ｂ、および連帳紙巻取装置４００に接続されている。
【００１５】
　連帳紙給紙装置３００は、連帳紙Ｐを巻いた連帳紙ロール３１０を装着して、連帳紙Ｐ
を第１プリンタ１００Ａに供給する。
　第１プリンタ１００Ａは、連帳紙給紙装置３００から供給された連帳紙Ｐの表面に、制
御コンピュータ６００から送信された画像データに基づいて画像を印刷する。また、第１
プリンタ１００Ａは、第２プリンタ１００Ｂにて印刷される画像の位置合わせの基準とな
るページレジストマーク（後段参照）を各ページ毎に印刷する。
【００１６】
　バッファユニット２００は、第１プリンタ１００Ａにて表面側への印刷処理が施された
連帳紙Ｐを第２プリンタ１００Ｂへ向けて搬送するに際して、連帳紙Ｐを規定量だけ保持
しながら搬送する。すなわち、バッファユニット２００には、搬送ロールとして、上流側
張架ロール２０１、例えば上下方向（矢印方向）に移動可能に設置されて、連帳紙Ｐに対
して所定の張力を付与しながら搬送するテンションロール２０２、および下流側張架ロー
ル２０３が配設されている。そして、連帳紙Ｐが上流側張架ロール２０１→テンションロ
ール２０２→下流側張架ロール２０３の順に搬送されることで、連帳紙Ｐにはバッファユ
ニット２００内に連帳紙Ｐを規定量だけ保持するループが形成される。このような連帳紙
Ｐのループが形成され、かつ、連帳紙Ｐの張力の変動に応じてテンションロール２０２が
上下方向に移動することで、連帳紙Ｐの張力に大きな変動が生じることを抑えている。そ
れにより、第１プリンタ１００Ａと第２プリンタ１００Ｂとの間で、連帳紙Ｐの張力が過
度に高まって連帳紙Ｐが破断したり、連帳紙Ｐに弛みが生じて、連帳紙Ｐの搬送方向にズ
レが生じたり、シワが生じることを抑制する。
【００１７】
　表裏反転ユニット５００は、連帳紙Ｐの表裏を反転させて、連帳紙Ｐを第２プリンタ１
００Ｂへ供給する。すなわち、表裏反転ユニット５００には、連帳紙Ｐの搬送方向に対し
て４５°傾いて配置された表裏反転ロール５０１が設けられており、連帳紙Ｐを表裏反転
ロール５０１に張架して搬送することで、連帳紙Ｐの表裏を反転させる。そのため、表裏
反転ユニット５００を通過した連帳紙Ｐの搬送方向は、９０°向きを変えることとなる。
したがって、第２プリンタ１００Ｂは、第１プリンタ１００Ａとは９０°変位した方向に
向いて配置される。
【００１８】
　第２プリンタ１００Ｂは、第１プリンタ１００Ａと同様に構成され、第１プリンタ１０
０Ａにて表面への印刷処理を終えた連帳紙Ｐの裏面に、制御コンピュータ６００から送信
された画像データに基づいて画像を印刷する。
　連帳紙巻取装置４００は、第２プリンタ１００Ｂにて裏面への印刷処理を終えた連帳紙
Ｐを巻取ロール４１０に巻き取る。
　なお、本実施の形態の印刷システム１では、第１プリンタ１００Ａが連帳紙Ｐの表面に
、また第２プリンタ１００Ｂが連帳紙Ｐの裏面にそれぞれ画像を形成するが、第１プリン
タ１００Ａが連帳紙Ｐの裏面に、また第２プリンタ１００Ｂが連帳紙Ｐの表面にそれぞれ
画像を形成するように構成することもできる。
【００１９】
　制御コンピュータ６００は、画像データ出力手段の一例であって、通信ネットワーク７
００を介して第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂに対して、それぞれ表面
側に印刷する画像データおよび裏面側に印刷する画像データを所定のタイミングで出力す
る。また、第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂの動作を制御する制御信号
をそれぞれに出力する。
　また、通信ネットワーク７００は、通信回線やケーブルを利用して双方向に通信可能に
構成され、例えばＬＡＮ（Local Area Network）、ＷＡＮ（Wide Area Network）等のネ
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ットワークにて構成されたものであってもよい。
【００２０】
　本実施の形態の印刷システム１では、制御コンピュータ６００の制御の下で、第１プリ
ンタ１００Ａは、連帳紙給紙装置３００から供給される連帳紙Ｐの表面側にフルカラー画
像を印刷する。そして、第１プリンタ１００Ａにて表面側にフルカラー画像が印刷された
連帳紙Ｐは、バッファユニット２００に搬送され、バッファユニット２００にて連帳紙Ｐ
が規定量だけ保持されながら、表裏反転ユニット５００に搬送される。表裏反転ユニット
５００は、搬送された連帳紙Ｐの表裏を反転させて、連帳紙Ｐを第２プリンタ１００Ｂへ
搬送する。
　そして、表裏を反転された連帳紙Ｐが搬送された第２プリンタ１００Ｂは、第１プリン
タ１００Ａにて表面側に印刷された画像に対するページ位置合わせを行いながら、連帳紙
Ｐの裏面側にフルカラー画像を印刷する。それにより、連帳紙Ｐの両面にフルカラー画像
が形成される。第２プリンタ１００Ｂでの印刷処理が完了した連帳紙Ｐは、連帳紙巻取装
置４００に送られ、巻取ロール４１０に巻き取られる。
【００２１】
　次に、本実施の形態の第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂについて説明
する。本実施の形態では、第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂは同様の構
成を有している。
　図２は本実施の形態の第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂ（ここでは、
「プリンタ１００」と表記する）の構成を示した図である。図２に示したプリンタ１００
は、例えば電子写真方式の画像形成装置であって、連帳紙Ｐの搬送方向（図中矢印）上流
側から下流側に向かって、連帳紙Ｐを搬送駆動する用紙搬送ユニット２０、画像形成手段
の一例としての４つの画像形成ユニット、すなわち、連帳紙Ｐに黒（Ｋ）色のトナー像を
形成するＫ色画像形成ユニット３０Ｋ、シアン（Ｃ）色のトナー像を形成するＣ色画像形
成ユニット３０Ｃ、マゼンタ（Ｍ）色のトナー像を形成するＭ色画像形成ユニット３０Ｍ
、イエロー（Ｙ）色のトナー像を形成するＹ色画像形成ユニット３０Ｙ、さらには、各色
トナー像を定着する定着ユニット４０を備えている。
【００２２】
　用紙搬送ユニット２０は、連帳紙Ｐの搬送方向上流側から下流側に沿って、バックテン
ションロール２４、アライニングロール２２、メインドライブロール２１、用紙搬送方向
転換ロール２５が配設されている。
　メインドライブロール２１は、連帳紙Ｐを所定の圧力でニップして、用紙搬送ユニット
２０に配置された不図示のメインモータからの駆動を受けて、所定の搬送速度で連帳紙Ｐ
を送り出す機能を有する。アライニングロール２２は、メインドライブロール２１よりも
上流側にて、部分円筒状の案内部材２３と協働して連帳紙Ｐの搬送経路を一定に保持する
機能を有する。バックテンションロール２４は、メインドライブロール２１よりも上流側
においてメインドライブロール２１よりも低速で回転して、連帳紙Ｐに張力を付与する機
能を有する。用紙搬送方向転換ロール２５は、連帳紙Ｐが巻き掛けられて従動する従動ロ
ールであって、メインドライブロール２１から送り出された連帳紙Ｐの搬送方向を、Ｋ色
画像形成ユニット３０Ｋに向かう方向に変換する機能を有する。
【００２３】
　Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋ、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃ、Ｍ色画像形成ユニット３
０Ｍ、Ｙ色画像形成ユニット３０Ｙ（以下にて、これらを「各色画像形成ユニット３０」
とも総称する）のそれぞれは、像保持体としての感光体ドラム３１、感光体ドラム３１表
面を所定の電位に帯電する帯電器３２、感光体ドラム３１表面を画像データに基づいて走
査露光する露光手段の一例としてのレーザ露光器３３、感光体ドラム３１表面に形成され
た静電潜像を各色トナーにより現像する現像器３４、感光体ドラム３１表面に形成された
トナー像を連帳紙Ｐに転写する転写器３５、転写器３５の上流側と下流側とにそれぞれ配
置され、連帳紙Ｐを感光体ドラム３１に押圧する１対の転写案内ロール３６,３７を備え
ている。
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【００２４】
　さらに、Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋは、連帳紙Ｐの表面または裏面、または表面およ
び裏面の双方に形成されたページレジストマーク（後段参照）を読み取ってタイミング信
号を出力する標識検出手段の一例としてのページレジストマーク読取部３８Ｋを備えてい
る。また、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃ、Ｍ色画像形成ユニット３０Ｍ、Ｙ色画像形成ユ
ニット３０Ｙのそれぞれは、連帳紙Ｐの表面に形成されたカラーレジストマーク（後段参
照）を読み取ってタイミング信号を出力するカラーレジストマーク読取部３９Ｃ,３９Ｍ,
３９Ｙを備えている。
　ページレジストマーク読取部３８Ｋおよびカラーレジストマーク読取部３９Ｃ,３９Ｍ,
３９Ｙは、例えば光を照射するＬＥＤ等からなる光照射部と、光照射部から照射された光
の連帳紙Ｐからの反射光の光強度分布を検出する例えばラインＣＣＤ等からなる光検出部
とで構成される。そして、ページレジストマークやカラーレジストマークの通過タイミン
グを高精度に検出して、タイミング信号を生成する。
【００２５】
　定着ユニット４０は、連帳紙Ｐに形成された各色トナー像をフラッシュランプ等の発光
体により連帳紙Ｐに対して非接触状態で定着するフラッシュ定着器４１、フラッシュ定着
器４１の下流側にて連帳紙Ｐに張力を付与する張力付与ロール部材４２、張力付与ロール
部材４２の下流側にて連帳紙Ｐの経路を幅方向に補正するアライニング部材４３、出口近
傍にて連帳紙Ｐをニップし、連帳紙Ｐの搬送速度よりも速い周速で回転して連帳紙Ｐに張
力を付与するテンションロール４４を備えている。
【００２６】
　プリンタ１００は、さらに、プリンタ１００全体の動作を制御する総合制御部５０、用
紙搬送ユニット２０を制御する用紙搬送制御部６０、Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋの動作
を制御するＫ色画像形成制御部７０Ｋ、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃの動作を制御するＣ
色画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像形成ユニット３０Ｍの動作を制御するＭ色画像形成制
御部７０Ｍ、Ｙ色画像形成ユニット３０Ｙの動作を制御するＹ色画像形成制御部７０Ｙ、
および定着ユニット４０の動作を制御する定着制御部８０を備えている。
　そして、用紙搬送制御部６０、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋ、Ｃ色画像形成制御部７０Ｃ
、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、Ｙ色画像形成制御部７０Ｙ、および定着制御部８０は、総
合制御部５０によって制御される。
【００２７】
　本実施の形態の印刷システム１では、印刷システム１が起動されると、制御コンピュー
タ６００から通信ネットワーク７００を介して各プリンタ１００の総合制御部５０に対し
て、それぞれ表面側の画像データと裏面側の画像データとが入力される。総合制御部５０
は、入力されたそれぞれの画像データをＫ色、Ｃ色、Ｍ色、Ｙ色それぞれに対応する画像
データに分解して、Ｋ色画像データをＫ色画像形成制御部７０Ｋ、Ｃ色画像データをＣ色
画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像データをＭ色画像形成制御部７０Ｍ、Ｙ色画像データを
Ｙ色画像形成制御部７０Ｙにそれぞれ送信する。
　また、総合制御部５０に画像データが入力されるのに同期して、総合制御部５０は、用
紙搬送制御部６０を介して用紙搬送ユニット２０を制御し、さらには定着制御部８０を介
して定着ユニット４０を制御して、連帳紙Ｐに所定の張力を付与しながら、連帳紙Ｐを所
定の搬送速度で搬送させる。
【００２８】
　そして、総合制御部５０の制御の下で、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋ、Ｃ色画像形成制御
部７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙ（以下にて、こ
れらを「各色画像形成制御部７０」とも総称する）は、各色画像形成ユニット３０での各
色トナー像の形成を制御する。
　すなわち、各色画像形成ユニット３０では、各色画像形成制御部７０による制御の下で
、感光体ドラム３１が回転を開始し、感光体ドラム３１表面が帯電器３２によって所定の
電位（例えば、－５００Ｖ）に帯電される。それと同期して、レーザ露光器３３によるレ
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ーザ走査露光が開始され、各色画像データに対応した静電潜像が形成される。そして、現
像器３４により感光体ドラム３１の静電潜像が各色トナーにより現像されて各色トナー像
が形成される。感光体ドラム３１表面に形成された各色トナー像は、転写器３５および転
写案内ロール３６,３７によって連帳紙Ｐに転写される。
　そして、連帳紙Ｐは、Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋ→Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃ→Ｍ
色画像形成ユニット３０Ｍ→Ｙ色画像形成ユニット３０Ｙの順に搬送される。それにより
、各色トナー像は、Ｋ色トナー像→Ｃ色トナー像→Ｍ色トナー像→Ｙ色トナー像の順に重
畳されて、連帳紙Ｐ上にフルカラーのトナー像が形成される。
　その後、フルカラーのトナー像が形成された連帳紙Ｐは、定着ユニット４０に搬入され
て、フラッシュ定着器４１より連帳紙Ｐにトナー像が定着される。それにより、第１プリ
ンタ１００Ａでは連帳紙Ｐの表面側にフルカラー画像が形成される。また、第２プリンタ
１００Ｂでは連帳紙Ｐの裏面側にフルカラー画像が形成される。
【００２９】
　続いて、本実施の形態の第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂにおける各
ページに形成される画像の位置合わせを説明する。画像の位置合わせには、各プリンタ１
００内で行われる各色トナー像の位置合わせと、第１プリンタ１００Ａおよび第２プリン
タ１００Ｂにて行われる表裏に形成される画像のページ位置を合わせるページ位置合わせ
とがある。各色トナー像の位置合わせは、カラーレジストマーク（ＲＯＣ）を基準として
行われ、ページ位置合わせは、標識の一例としてのページレジストマーク（ＲＯＦ）を基
準として行われる。
　まず、本実施の形態の印刷システム１では、第１プリンタ１００Ａの最上流側に位置す
るＫ色画像形成ユニット３０Ｋが、第２プリンタ１００Ｂで形成される画像のページ位置
合わせの基準となるページレジストマーク（ＲＯＦ）を形成する。また、各プリンタ１０
０の各色画像形成ユニット３０が、それぞれの画像形成ユニットで形成される各色トナー
像の位置合わせの基準となるカラーレジストマーク（ＲＯＣ）を形成する。
　図３は、連帳紙Ｐに形成されるページレジストマーク（ＲＯＦ）およびカラーレジスト
マーク（ＲＯＣ）の一例を示した図である。図３に示したページレジストマーク（ＲＯＦ
）およびカラーレジストマーク（ＲＯＣ）は、連帳紙Ｐ上の画像が形成される画像領域よ
りも両端部側に位置する非画像領域にて各ページ毎に形成される。
【００３０】
　各プリンタ１００にて行われる各ページ毎の各色トナー像の位置合わせは、次のように
行われる。例えば、第１プリンタ１００ＡのＫ色画像形成ユニット３０ＫにてＫ色のカラ
ーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｋ１）が形成され、その下流側のＣ色画像形成ユニット３０
Ｃにて所定のタイミングでＣ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｃ１）が形成される。
そして、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃの転写器３５下流側に配置されたカラーレジストマ
ーク読取部３９Ｃは、Ｋ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｋ１）が通過したタイミン
グを示すタイミング信号と、Ｃ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｃ１）が通過したタ
イミングを示すタイミング信号とを生成し、Ｃ色画像形成制御部７０Ｃに送る。Ｃ色画像
形成制御部７０Ｃは、各タイミング信号の時間差に基づいて、Ｃ色画像形成ユニット３０
Ｃにて画像形成を行う際の副走査方向に関する位置合わせ補正データ（副走査方向位置補
正データ）を生成する。
【００３１】
　また、同様にして、第１プリンタ１００ＡのＫ色画像形成ユニット３０ＫにてＫ色のカ
ラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｋ２）が形成され、その下流側のＣ色画像形成ユニット３
０Ｃにて所定のタイミングでＣ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｃ２）が形成される
。そして、カラーレジストマーク読取部３９Ｃは、Ｋ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ
_Ｋ２）が通過したタイミングを示すタイミング信号と、Ｃ色のカラーレジストマーク（
ＲＯＣ_Ｃ２）が通過したタイミングを示すタイミング信号とを生成し、Ｃ色画像形成制
御部７０Ｃに送る。Ｃ色画像形成制御部７０Ｃは、各タイミング信号の時間差に基づいて
、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃにて画像形成を行う際の主走査方向に関する位置合わせ補
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正データ（主走査方向位置補正データ）を生成する。
【００３２】
　Ｃ色画像形成制御部７０Ｃは、副走査方向位置補正データおよび主走査方向位置補正デ
ータを生成する基準としたカラーレジストマーク（ＲＯＣ）が形成されたページの次のペ
ージの画像形成時において、生成した副走査方向位置補正データおよび主走査方向位置補
正データと、次に述べるＫ色画像形成ユニット３０Ｋでのタイミング信号とに基づいて、
副走査方向および主走査方向の画像形成開始タイミングを設定する。
【００３３】
　すなわち、図３に示したように、カラーレジストマーク（ＲＯＣ）はページ内に形成さ
れているため、そのページのカラーレジストマーク（ＲＯＣ）を基準として、そのページ
についての各色画像形成ユニット３０での画像形成開始タイミングを設定することはでき
ない。ところが、連帳紙Ｐは連続的に搬送されるため、画像形成開始タイミングを設定す
る基準となるカラーレジストマーク（ＲＯＣ）が形成されたページと、その次のページと
は、搬送速度が殆ど変化していないと見なすことができる。そこで、各色画像形成制御部
７０では、各ページでの画像形成開始タイミングをその前のページに形成された各カラー
レジストマーク（ＲＯＣ）の通過タイミングに基づいて設定している。
　後段で述べるページレジストマーク（ＲＯＦ）に関しても同様である。したがって、先
頭ページの画像形成時には、それに先立って、先頭ページでのページ位置合わせおよび各
色カラー像の位置合わせの基準となるページレジストマーク（ＲＯＦ）およびカラーレジ
ストマーク（ＲＯＣ）のみが形成された空ページが印刷される。
【００３４】
　なお、上記したのと同様に、Ｍ色画像形成ユニット３０Ｍでは、Ｋ色のカラーレジスト
マーク（ＲＯＣ_Ｋ１,ＲＯＣ_Ｋ２）とＭ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｍ１,ＲＯ
Ｃ_Ｍ２）とに基づいて生成された副走査方向位置補正データおよび主走査方向位置補正
データと、次に述べるＫ色画像形成ユニット３０Ｋでのタイミング信号とに基づいて、次
のページでの副走査方向および主走査方向の画像形成開始タイミングが設定される。また
、Ｙ色画像形成ユニット３０Ｙでは、Ｋ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｋ１,ＲＯＣ
_Ｋ２）とＹ色のカラーレジストマーク（ＲＯＣ_Ｙ１,ＲＯＣ_Ｙ２）とに基づいて生成さ
れた副走査方向位置補正データおよび主走査方向位置補正データと、次に述べるＫ色画像
形成ユニット３０Ｋでのタイミング信号とに基づいて、次のページでの副走査方向および
主走査方向の画像形成開始タイミングが設定される。
　それにより、第１プリンタ１００Ａにて形成される各色トナー像の副走査方向および主
走査方向の位置合わせが高精度に行われる。第２プリンタ１００Ｂにおいても、同様であ
る。
【００３５】
　引き続いて、本実施の形態の第２プリンタ１００Ｂにおけるページ位置合わせを説明す
る。
　第１プリンタ１００Ａにて形成される画像と第２プリンタ１００Ｂにて形成される画像
とのページ位置合わせは、次のように行われる。上記したように、第１プリンタ１００Ａ
の最上流側に位置するＫ色画像形成ユニット３０Ｋは、連帳紙Ｐ上の各ページにページレ
ジストマーク（ＲＯＦ）を形成する（図３参照）。そして、第２プリンタ１００ＢのＫ色
画像形成ユニット３０Ｋに配置されたページレジストマーク読取部３８Ｋは、各ページの
ページレジストマーク（ＲＯＦ）を読み取り、ページレジストマーク（ＲＯＦ）がページ
レジストマーク読取部３８Ｋを通過するタイミングを示すページタイミング信号を生成す
る。生成されたページタイミング信号は、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋに送られる。
【００３６】
　第２プリンタ１００Ｂにおいて、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋは、取得したページタイミ
ング信号に基づいて、Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋでの画像形成タイミングを設定する。
そして、設定された画像形成タイミングに基づいて、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋは、レー
ザ露光器３３によるレーザ走査露光を開始する。
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　また、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋは、ページタイミング信号を総合制御部５０に送信し
、総合制御部５０は、Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋ以外の各色画像形成ユニット３０の画
像形成制御部７０に対し、ページタイミング信号を送信する。そして、各色画像形成ユニ
ット３０の画像形成制御部７０は、取得したページタイミング信号と、上記した副走査方
向位置補正データおよび主走査方向位置補正データとに基づき画像形成開始タイミングを
設定して、レーザ露光器３３によるレーザ走査露光を開始する。
【００３７】
　このように、本実施の形態の第２プリンタ１００Ｂでは、連帳紙Ｐ上に形成されたペー
ジレジストマーク（ＲＯＦ）がＫ色画像形成ユニット３０Ｋのページレジストマーク読取
部３８Ｋを通過するタイミングに基づいて、各色画像形成ユニット３０での画像形成タイ
ミングが設定されるように構成されている。
　すなわち、本実施の形態の印刷システム１においては、連帳紙Ｐ上でのページレジスト
マーク（ＲＯＦ）の位置を基準として各画像形成ユニット３０の走査露光の開始タイミン
グを設定することで、ページとページとの間の非印字領域の長さを調整して、第１プリン
タ１００Ａにて表面に形成された画像と、第２プリンタ１００Ｂにて裏面に形成された画
像との各ページの位置合わせを行う。
　従来の連帳紙Ｐ上のページレジストマーク（ＲＯＦ）を検出したタイミングに対応させ
て連帳紙Ｐの搬送速度を制御する方法では、搬送速度の制御レスポンスが高くないために
、ページ位置合わせの精度を高めるには一定の限界があった。ところが、これに対して、
本実施の形態の印刷システム１では、レスポンスの良い走査露光の開始タイミングを調整
することで、ページとページとの間の非印字領域の長さを細かく調整することが可能とな
るので、ページ位置合わせを高精度に行うことができる。
【００３８】
　ここで、図４は、第２プリンタ１００ＢのＫ色画像形成ユニット３０Ｋにおけるレーザ
露光器３３を制御する機能部の構成を示した図である。
　図４に示したように、本実施の形態の第２プリンタ１００ＢのＫ色画像形成制御部７０
Ｋは、レーザ露光器３３を制御する機能部として、レーザ露光器３３でのレーザの点灯等
を制御する露光制御部７０１、１ページ分のＫ色画像に関する画像データ（Ｋ色画像デー
タ）をそれぞれ記憶する第１バッファメモリ７０２と第２バッファメモリ７０３、総合制
御部５０から送信されるＫ色画像データを第１バッファメモリ７０２と第２バッファメモ
リ７０３とに割り振るバッファメモリ書込み制御部７０４を備えている。
　ここで、総合制御部５０は、ページの区切りを明確にするために、各ページの先頭デー
タにフラッグデータが付加されたＫ色画像データを送信する。他の各色画像データについ
ても同様である。なお、ページの区切りを明確にするフラッグデータは、制御コンピュー
タ６００から送られる。
【００３９】
　バッファメモリ書込み制御部７０４は、総合制御部５０から各ページの先頭データにフ
ラッグデータが付加されたＫ色画像データを取得する。それにより、バッファメモリ書込
み制御部７０４は、総合制御部５０から送信されるＫ色画像データをフラッグデータに基
づいて１ページ毎に区切り、１ページ毎に交互に第１バッファメモリ７０２と第２バッフ
ァメモリ７０３とにＫ色画像データを順次記憶させる。
【００４０】
　露光制御部７０１は、ページレジストマーク読取部３８Ｋから各ページ毎にページタイ
ミング信号を取得する。そして、上記したように、取得したページタイミング信号に基づ
いて、次のページの画像形成時におけるＫ色画像形成ユニット３０Ｋでの画像形成タイミ
ングを算出する。算出された画像形成タイミングデータは露光制御部７０１内のメモリに
記憶される。次のページの画像形成時には、メモリから画像形成タイミングデータを読み
出して、レーザ露光器３３でのレーザ走査露光の開始タイミングを画像形成タイミングデ
ータに基づいて設定する。
【００４１】
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　そして、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋでは、例えばあるページ（これを「ページＮ」とす
る）に画像を印刷する際には、露光制御部７０１は、その前のページ（「ページＮ－１」
）にて算出された画像形成タイミングデータに基づいて設定された画像形成タイミングで
、そのページ（「ページＮ」）に印刷すべきＫ色画像データが記憶された例えば第１バッ
ファメモリ７０２からＫ色画像データを読み出し、レーザ露光器３３に送る。それにより
、レーザ露光器３３は、第１バッファメモリ７０２からのＫ色画像データに基づいてレー
ザを点灯制御して、感光体ドラム３１を走査露光する。
　引き続き、次のページ（「ページＮ＋１」）に画像を印刷する際には、露光制御部７０
１は、その前のページ（「ページＮ」）にて算出されたＫ色画像形成タイミングデータに
基づいて設定された画像形成タイミングで、そのページ（「ページＮ＋１」）に印刷すべ
きＫ色画像データが記憶された例えば第２バッファメモリ７０３からＫ色画像データを読
み出し、レーザ露光器３３に送る。それにより、レーザ露光器３３は、第２バッファメモ
リ７０３からのＫ色画像データに基づいてレーザを点灯制御して、感光体ドラム３１を走
査露光する。
【００４２】
　また、露光制御部７０１は、あるページ（「ページＮ」）に印刷すべきＫ色画像データ
を例えば第１バッファメモリ７０２から読み出した際には、第１バッファメモリ７０２か
らＫ色画像データを読み出したことを示す信号データをバッファメモリ書込み制御部７０
４に送信する。それを受けたバッファメモリ書込み制御部７０４は、第２バッファメモリ
７０３に記憶されたＫ色画像データの次のページのＫ色画像データを第１バッファメモリ
７０２に記憶させる。
　同様にして、バッファメモリ書込み制御部７０４では、第１バッファメモリ７０２と第
２バッファメモリ７０３とに対して順次１ページ毎に交互にＫ色画像データを記憶させる
処理が、総合制御部５０からのＫ色画像データの送信が停止するまで継続される。
【００４３】
　また、露光制御部７０１は、印刷するページ毎に、ページレジストマーク読取部３８Ｋ
から取得したページタイミング信号を総合制御部５０に送信する。総合制御部５０は、Ｃ
色画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙ
に対して、ページタイミング信号を送信する。Ｃ色画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像形成
制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙは、上記した副走査方向位置補正データ
および主走査方向位置補正データと、ページタイミング信号とに基づいて、レーザ露光器
３３での副走査方向および主走査方向に関するレーザ走査露光の開始タイミングを設定す
る。
　それにより、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃ、Ｍ色画像形成ユニット３０Ｍ、およびＹ色
画像形成ユニット３０Ｙにおいてもレーザ露光器３３によるレーザ走査露光の開始タイミ
ングが設定される。そして、第２プリンタ１００Ｂにおけるページ位置合わせと各色トナ
ー像の位置合わせとが高精度に行われる。
【００４４】
　なお、図４に示したＣ色画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、およびＹ
色画像形成制御部７０Ｙは、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋと略同様の構成を有している。た
だし、露光制御部７０１がページタイミング信号を総合制御部５０から受信する構成を備
えている点が、ページタイミング信号を総合制御部５０に送信するＫ色画像形成制御部７
０Ｋと相違している。また、Ｃ色画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、お
よびＹ色画像形成制御部７０Ｙは、ページタイミング信号の受信に先立ち、総合制御部５
０から各ページの先頭データにフラッグデータが付加されたＣ色画像データ、Ｍ色画像デ
ータ、Ｙ色画像データをそれぞれ受け取る。
【００４５】
　次に、本実施の形態の第２プリンタ１００Ｂでの画像形成の手順について詳述する。
　図５は、第２プリンタ１００Ｂでの画像形成の手順を示したフローチャートである。図
５に示したように、まず、Ｋ色画像形成ユニット３０Ｋにおいては、Ｋ色画像形成制御部
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７０Ｋの露光制御部７０１は、その前のページ（「ページＮ－１」）にて算出された画像
形成タイミングデータとその前のさらに前のページ（「ページＮ－２」）にて算出された
画像形成タイミングデータとを取得する（Ｓ１０１）。そして、取得したページＮ－１で
の画像形成タイミングデータとページＮ－２での画像形成タイミングデータとを比較して
、ページＮ－１とページＮ－２との画像形成タイミング相互の時間差を得る。そして、得
られた時間差と連帳紙Ｐの搬送速度とに基づいて、ページＮ－１の連帳紙Ｐ上での距離（
前のページの長さ）を算出する（Ｓ１０２）。
【００４６】
　次に、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋの露光制御部７０１は、ステップ１０２にて算出され
た前のページ（「ページＮ－１」）の長さが所定値よりも小さいか否かを判断する（Ｓ１
０３）。
　そして、前のページ（「ページＮ－１」）の長さが所定値以上の場合には、Ｋ色画像形
成制御部７０Ｋの露光制御部７０１は、取得したページＮ－１にて算出された画像形成タ
イミングデータに基づく画像形成タイミングで、そのページ（「ページＮ」）に印刷すべ
きＫ色画像データが記憶された例えば第１バッファメモリ７０２からＫ色画像データを読
み出してレーザ露光器３３に送り、感光体ドラム３１への走査露光を開始させる（Ｓ１０
４）。
　それと同時に、露光制御部７０１は、ページレジストマーク読取部３８Ｋから取得した
ページタイミング信号を、総合制御部５０を介して、Ｃ色画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画
像形成制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙに送信する（Ｓ１０５）。
【００４７】
　その後、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃ、Ｍ色画像形成ユニット３０Ｍ、およびＹ色画像
形成ユニット３０Ｙにおいて、画像形成が順次行われる。すなわち、Ｃ色画像形成制御部
７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙでは、その前のペ
ージ（「ページＮ－１」）にて算出された上記の副走査方向位置補正データおよび主走査
方向位置補正データと、その前のページ（「ページＮ－１」）にて取得したページタイミ
ング信号とに基づいて算出された画像形成タイミングデータを取得する（Ｓ１０６）。そ
して、取得した画像形成タイミングデータに基づく画像形成タイミングで、そのページ（
「ページＮ」）に印刷すべきＣ色画像データ、Ｍ色画像データ、Ｙ色画像データがそれぞ
れ記憶された例えば第１バッファメモリ７０２から、Ｃ色画像データ、Ｍ色画像データ、
Ｙ色画像データをそれぞれ読み出してレーザ露光器３３に送り、感光体ドラム３１への走
査露光を開始させる（Ｓ１０７）。
【００４８】
　一方、ステップ１０２にて算出された前のページ（「ページＮ－１」）の長さが所定値
よりも小さかった場合には、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋの露光制御部７０１は、ページＮ
－２にて算出された画像形成タイミングを基準とした予め設定された所定の画像形成タイ
ミングで、そのページ（「ページＮ」）に印刷すべきＫ色画像データが記憶された例えば
第１バッファメモリ７０２からＫ色画像データを読み出してレーザ露光器３３に送り、感
光体ドラム３１への走査露光を開始させる（Ｓ１０８）。
　それと同時に、露光制御部７０１は、かかる予め設定された所定の画像形成タイミング
に基づいて画像形成した際の画像形成タイミング信号を、総合制御部５０を介して、Ｃ色
画像形成制御部７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙに
送信する（Ｓ１０９）。
【００４９】
　その後、Ｃ色画像形成ユニット３０Ｃ、Ｍ色画像形成ユニット３０Ｍ、およびＹ色画像
形成ユニット３０Ｙにおいて、画像形成が順次行われる。その際には、Ｃ色画像形成制御
部７０Ｃ、Ｍ色画像形成制御部７０Ｍ、およびＹ色画像形成制御部７０Ｙは、その前のペ
ージ（「ページＮ－１」）にて算出された上記の副走査方向位置補正データおよび主走査
方向位置補正データと、Ｋ色画像形成制御部７０Ｋから取得した画像形成タイミング信号
とに基づいて、画像形成タイミングを設定する（Ｓ１１０）。そして、設定された画像形
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成タイミングに基づき、そのページ（「ページＮ」）に印刷すべきＣ色画像データ、Ｍ色
画像データ、Ｙ色画像データがそれぞれ記憶された例えば第１バッファメモリ７０２から
、Ｃ色画像データ、Ｍ色画像データ、Ｙ色画像データをそれぞれ読み出してレーザ露光器
３３に送り、感光体ドラム３１への走査露光を開始させる（Ｓ１１１）。
【００５０】
　本実施の形態の第２プリンタ１００Ｂでは、第１プリンタ１００Ａにて連帳紙Ｐ上に形
成されたページレジストマーク（ＲＯＦ）がＫ色画像形成ユニット３０Ｋのページレジス
トマーク読取部３８Ｋを通過するタイミングに基づいて、各色画像形成ユニット３０での
画像形成タイミングが設定される。そのため、ページレジストマーク（ＲＯＦ）がページ
レジストマーク読取部３８Ｋを通過するタイミングによっては、前のページにおいて画像
データのすべてが連帳紙Ｐ上に印刷される以前に、次のページの画像データに関する印刷
が開始される場合も発生する。
　図６（ページとページとの間隔を説明する図）に示したように、画像形成タイミングに
よってページとページとの間隔が広がったり、狭まったりするが、一般の文書画像等では
、後端部にフッター等のブランク領域が存在するため、画像形成タイミングが通常の状態
で変動する場合には、前のページの後端部に画像欠けが生じることは殆ど生じない。とこ
ろが、何らかの理由により、画像形成タイミングが通常よりも大きく変動し、通常のペー
ジ間隔よりも短くなる程度が大きい場合には、前のページの後端部に画像欠けが生じる場
合もある。その場合には、前のページ（「ページＮ－１」）の長さが所定値以上となるよ
うに画像形成タイミングを遅らせて、前のページに画像欠けが生じることを抑制している
。
　したがって、ステップ１０７にてページの長さの判断基準となる所定値は、例えばフッ
ター等のページ後端のブランク領域の長さで規定することもできる。
【００５１】
　また、画像形成タイミングを所定値以上となるように遅らせることによって、その後の
ページ位置合わせに大きな影響が発生する場合等には、連帳紙Ｐの搬送速度を同時に調整
することで、ページ位置合わせを高精度に行うように設定することもできる。その際には
、用紙搬送制御部６０が連帳紙Ｐの搬送速度を制御する。したがって、ここでは用紙搬送
制御部６０は、搬送速度制御手段として機能する。
【００５２】
　なお、ステップ１０７では、ステップ１０６にて算出されたページ間の経過時間と連帳
紙Ｐの搬送速度とから前のページの長さを算出し、前のページの長さが所定値よりも小さ
いか否かの判断を行った。ステップ１０７では、その他に、ステップ１０６にて算出され
たページ間の経過時間のみを用いて判断を行ってもよい。
　また、各色画像形成ユニット３０での画像形成タイミングを、ページレジストマーク（
ＲＯＦ）がページレジストマーク読取部３８Ｋを通過するタイミングによってのみ設定し
、前のページ（「ページＮ－１」）の長さが所定値よりも小さかった場合には、画像欠け
が生じた恐れがあることの警告を行ったり、印刷システム１を停止するように構成するこ
ともできる。この場合の警告や印刷システム１の停止は、制御コンピュータ６００により
行われる。したがって、ここでの制御コンピュータ６００は、警告手段としても機能する
。
【００５３】
　また、本実施の形態の印刷システム１においては、連帳紙Ｐの両面に画像を形成する構
成について説明したが、表裏反転ユニット５００を用いずに、連帳紙Ｐの片面に画像を重
畳的に形成する構成についても、同様に適用することができる。
　また、本実施の形態の印刷システム１において、各ページに予めページレジストマーク
（ＲＯＦ）が印刷された連帳紙Ｐ（所謂「プレプリント紙」）が用いられる場合には、第
１プリンタ１００Ａにおいても、上記した第２プリンタ１００Ｂと同様に、連帳紙Ｐ上に
形成されたページレジストマーク（ＲＯＦ）がＫ色画像形成ユニット３０Ｋのページレジ
ストマーク読取部３８Ｋを通過するタイミングに基づいて、各色画像形成ユニット３０で
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の画像形成タイミングが設定されるように構成される。
　ところで、制御コンピュータ６００は、通信ネットワーク７００を介して第１プリンタ
１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂに接続するように構成したが、制御コンピュータ６
００は、第１プリンタ１００Ａまたは第２プリンタ１００Ｂのいずれかに配置するように
構成することができる。
【００５４】
　以上説明したように、本実施の形態の印刷システム１においては、連帳紙Ｐ上でのペー
ジレジストマーク（ＲＯＦ）の位置を基準として画像形成開始タイミングを設定すること
で、ページとページとの間の非印字領域の長さを細かく調整して、第１プリンタ１００Ａ
にて形成された画像と、第２プリンタ１００Ｂにて形成される画像との各ページの位置合
わせを行うように構成している。それにより、ページ位置合わせを高精度に行うことを可
能としている。
【００５５】
　[実施の形態２]
　実施の形態１の印刷システム１では、連帳紙Ｐの両面にそれぞれフルカラー画像を形成
する第１プリンタ１００Ａおよび第２プリンタ１００Ｂを配置した構成について説明した
。本実施の形態の印刷システム２では、連帳紙Ｐの片面に各色トナー像を形成する４つの
プリンタを配置する構成について説明する。なお、実施の形態１と同様な構成については
同様な符号を用い、その詳細な説明を省略する。
【００５６】
　図７は本実施の形態の印刷システム２の全体構成を示した図である。図７に示した印刷
システム２は、画像形成装置として連帳紙Ｐの一方の面に各色カラー画像を形成する所謂
連帳プリンタが４台連結されて構成されたものである。そして、連帳紙Ｐの搬送方向上流
側から下流側に向かって、連帳紙給紙装置３００、連帳紙Ｐに黒（Ｋ）色のトナー像を形
成する画像形成手段の一例としてのＫ色印刷プリンタ１５０Ｋ、第１バッファユニット２
００Ａ、連帳紙Ｐにシアン（Ｃ）色のトナー像を形成する画像形成手段の一例としてのＣ
色印刷プリンタ１５０Ｃ、第２バッファユニット２００Ｂ、連帳紙Ｐにマゼンタ（Ｍ）色
のトナー像を形成する画像形成手段の一例としてのＭ色印刷プリンタ１５０Ｍ、第３バッ
ファユニット２００Ｃ、連帳紙Ｐにイエロー（Ｙ）色のトナー像を形成する画像形成手段
の一例としてのＹ色印刷プリンタ１５０Ｙ、および連帳紙巻取装置４００を備えている。
　また、本実施の形態の印刷システム２には、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋ、Ｃ色印刷プリ
ンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍ、およびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙの動作を制
御する制御コンピュータ６００が通信ネットワーク７００を介してＫ色印刷プリンタ１５
０Ｋ、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍ、およびＹ色印刷プリンタ
１５０Ｙに接続されている。
　なお、以下にて、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋ、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プ
リンタ１５０Ｍ、およびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙを、各色印刷プリンタ１５０とも総称
する。
【００５７】
　次に、本実施の形態のＫ色印刷プリンタ１５０Ｋについて説明する。
　図８は本実施の形態のＫ色印刷プリンタ１５０Ｋの構成を示した図である。図８に示し
たＫ色印刷プリンタ１５０Ｋは、例えば電子写真方式の画像形成装置であって、像保持体
としての感光体ドラム３１、感光体ドラム３１表面を所定の電位に帯電する帯電器３２、
感光体ドラム３１表面を画像データに基づいて露光するレーザ露光器３３、感光体ドラム
３１表面に形成された静電潜像をＫ色トナーにより現像する現像器３４、感光体ドラム３
１表面に形成されたトナー像を連帳紙Ｐに転写する転写器３５、転写器３５の上流側と下
流側とにそれぞれ配置され、連帳紙Ｐを感光体ドラム３１に押圧する１対の転写案内ロー
ル３６,３７、連帳紙Ｐに形成されたトナー像をフラッシュ定着するフラッシュ定着器４
１を備えている。
　加えて、連帳紙Ｐの表面または裏面、または表面および裏面の双方に形成されたページ
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レジストマーク（後段参照）を読み取ってタイミング信号を出力するページレジストマー
ク読取部３８Ｋを備えている。
【００５８】
　また、給紙搬送系として、バックテンションロール２４、不図示のメインモータからの
駆動を受けるメインドライブロール２１、搬送ベルト部材２６を備えている。また、排紙
搬送系として、連帳紙Ｐに張力を付与する張力付与ロール部材４２、出口近傍にて連帳紙
Ｐをニップし、連帳紙Ｐの搬送速度よりも速い周速で回転して連帳紙Ｐに張力を付与する
テンションロール４４を備えている。
　さらに、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋ全体の動作を制御するＫ色印刷制御部９０Ｋを備え
ている。
　なお、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍ、およびＹ色印刷プリン
タ１５０Ｙも、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋと同様に構成されている。
【００５９】
　また、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋ全体の動作を制御するＫ色印刷制御部９０Ｋ、Ｃ色印
刷プリンタ１５０Ｃ全体の動作を制御するＣ色印刷制御部９０Ｃ、Ｍ色印刷プリンタ１５
０Ｍ全体の動作を制御するＭ色印刷制御部９０Ｍ、およびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙ全体
の動作を制御するＹ色印刷制御部９０Ｙは、図４に示した実施の形態１のプリンタ１００
の総合制御部５０や各色画像形成制御部７０と同様の機能を有し、制御コンピュータ６０
０と通信ネットワーク７００を介して接続されている。
【００６０】
　本実施の形態のＫ色印刷プリンタ１５０Ｋは、Ｋ色印刷制御部９０Ｋの制御の下で、連
帳紙給紙装置３００から供給される連帳紙ＰにＫ色画像を印刷する。
　具体的には、本実施の形態の印刷システム２が起動されると、制御コンピュータ６００
から通信ネットワーク７００を介してＫ色印刷プリンタ１５０ＫのＫ色印刷制御部９０Ｋ
にＫ色画像データが入力される。また、Ｋ色印刷制御部９０ＫにＫ色の画像データが入力
されるのに同期して、連帳紙Ｐが所定の搬送速度で搬送を開始し、感光体ドラム３１が回
転を開始する。そして、感光体ドラム３１表面が帯電器３２によって所定の電位（例えば
、－５００Ｖ）に帯電され、レーザ露光器３３によってＫ色画像データに対応した静電潜
像が形成される。そして、現像器３４により感光体ドラム３１の静電潜像がＫ色トナーに
より現像されてＫ色トナー像が形成される。感光体ドラム３１表面に形成された各色トナ
ー像は、転写器３５および転写案内ロール３６,３７によって連帳紙Ｐに転写される。そ
れにより、Ｋ色トナー像が連帳紙Ｐ上に形成される。
　その後、Ｋ色トナー像が形成された連帳紙Ｐは、フラッシュ定着器４１より連帳紙Ｐに
Ｋ色画像が定着される。
【００６１】
　そして、Ｋ色印刷プリンタ１５０ＫにてＫ色画像が印刷された連帳紙Ｐは、第１バッフ
ァユニット２００Ａに搬送され、第１バッファユニット２００Ａにて規定の設定量の連帳
紙Ｐが保持されながら、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃに搬送される。
　Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃは、同様のプロセスにより、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋにて
印刷されたＫ色画像に対するページ位置合わせを行いながら、第１バッファユニット２０
０Ａから供給される連帳紙ＰにＣ色画像を印刷する。そして、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃ
にてＫ色画像に重畳してＣ色画像が印刷された連帳紙Ｐは、第２バッファユニット２００
Ｂに搬送され、第２バッファユニット２００Ｂにて規定の設定量の連帳紙Ｐが保持されな
がら、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍに搬送される。
【００６２】
　Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍは、同様のプロセスにより、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋにて
印刷されたＫ色画像に対するページ位置合わせを行いながら、第２バッファユニット２０
０Ｂから供給される連帳紙ＰにＭ色画像を印刷する。そして、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍ
にてＫ色画像およびＣ色画像に重畳してＭ色画像が印刷された連帳紙Ｐは、第３バッファ
ユニット２００Ｃに搬送され、第３バッファユニット２００Ｃにて規定の設定量の連帳紙
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Ｐが保持されながら、Ｙ色印刷プリンタ１５０Ｙに搬送される。
　Ｙ色印刷プリンタ１５０Ｙは、同様のプロセスにより、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋにて
印刷されたＫ色画像に対するページ位置合わせを行いながら、第３バッファユニット２０
０Ｃから供給される連帳紙ＰにＹ色画像を印刷する。そして、Ｙ色印刷プリンタ１５０Ｙ
にてＫ色画像、Ｃ色画像、Ｍ色画像およびＹ色画像が重畳されて印刷され、フルカラー画
像が形成された連帳紙Ｐは、連帳紙巻取装置４００に送られ、巻取ロール４１０に巻き取
られる。
【００６３】
　また、最上流側に配置されたＫ色印刷プリンタ１５０Ｋは、下流側に配置されたＣ色印
刷プリンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍ、およびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙにお
ける画像形成時のページ位置基準となるページレジストマーク（ＲＯＦ）を印刷する（図
３参照）。そして、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プリンタ１５０Ｍ、およびＹ色
印刷プリンタ１５０Ｙでは、このページレジストマーク（ＲＯＦ）を基準として、Ｋ色印
刷プリンタ１５０Ｋにて印刷されたＫ色画像に対するページ位置合わせを行うべく、それ
ぞれＣ色画像、Ｍ色画像、およびＹ色画像の画像形成タイミングが設定される。
【００６４】
　ここで、図９は、Ｃ色印刷プリンタ１５０Ｃにおけるレーザ露光器３３を制御する機能
部の構成を示した図である。
　図９に示したように、本実施の形態のＣ色印刷プリンタ１５０ＣのＣ色印刷制御部９０
Ｃは、レーザ露光器３３を制御する機能部として、実施の形態１の各色画像形成制御部７
０Ｋと同様の機能部を備えている（図４参照）。
　また、制御コンピュータ６００は、ページの区切りを明確にするために、各ページの先
頭データにフラッグデータが付加されたＣ色画像データを通信ネットワーク７００を介し
て送信する。他の各色画像データについても同様である。
【００６５】
　ページレジストマーク読取部３８Ｃは、Ｋ色印刷プリンタ１５０Ｋにて形成された各ペ
ージのページレジストマーク（ＲＯＦ）を読み取り、ページレジストマーク（ＲＯＦ）が
ページレジストマーク読取部３８Ｃを通過するタイミングを示すページタイミング信号を
生成する。ページタイミング信号は、Ｃ色印刷制御部９０Ｃに送られる。
　Ｃ色印刷制御部９０Ｃの露光制御部７０１は、ページレジストマーク読取部３８Ｃから
各ページ毎にページタイミング信号を取得する。そして、実施の形態１と同様に、取得し
たページタイミング信号に基づいて、次のページの画像形成時におけるＣ色印刷プリンタ
１５０Ｃでの画像形成タイミングを算出する。算出された画像形成タイミングデータは露
光制御部７０１内のメモリに記憶される。次のページの画像形成時には、メモリから画像
形成タイミングデータを読み出して、レーザ露光器３３でのレーザ走査露光の開始タイミ
ングを画像形成タイミングデータに基づいて設定する。
　本実施の形態の印刷システム２では、各色トナー像は各色印刷プリンタ１５０にて形成
されるため、ページタイミング信号に基づいて画像形成タイミングを設定することにより
、各色トナー像の位置合わせも同時に行われる。
【００６６】
　そして、Ｃ色印刷制御部９０Ｃでは、例えばあるページ（これを「ページＮ」とする）
に画像を印刷する際には、露光制御部７０１は、その前のページ（「ページＮ－１」）に
て算出された画像形成タイミングデータに基づいて設定された画像形成タイミングで、そ
のページ（「ページＮ」）に印刷すべきＣ色画像データが記憶された例えば第１バッファ
メモリ７０２からＣ色画像データを読み出し、レーザ露光器３３に送る。それにより、レ
ーザ露光器３３は、第１バッファメモリ７０２からのＣ色画像データに基づいてレーザを
点灯制御して、感光体ドラム３１を走査露光する。
　引き続き、次のページ（「ページＮ＋１」）に画像を印刷する際には、露光制御部７０
１は、その前のページ（「ページＮ」）にて算出されたＣ色画像形成タイミングデータに
基づいて設定された画像形成タイミングで、そのページ（「ページＮ＋１」）に印刷すべ
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きＣ色画像データが記憶された例えば第２バッファメモリ７０３からＣ色画像データを読
み出し、レーザ露光器３３に送る。それにより、レーザ露光器３３は、第２バッファメモ
リ７０３からのＣ色画像データに基づいてレーザを点灯制御して、感光体ドラム３１を走
査露光する。
【００６７】
　また、露光制御部７０１は、あるページ（「ページＮ」）に印刷すべきＣ色画像データ
を例えば第１バッファメモリ７０２から読み出した際には、第１バッファメモリ７０２か
らＣ色画像データを読み出したことを示す信号データをバッファメモリ書込み制御部７０
４に送信する。それを受けたバッファメモリ書込み制御部７０４は、第２バッファメモリ
７０３に記憶されたＣ色画像データの次のページのＣ色画像データを第１バッファメモリ
７０２に記憶させる。
　同様にして、バッファメモリ書込み制御部７０４では、第１バッファメモリ７０２と第
２バッファメモリ７０３とに対して順次１ページ毎に交互にＣ色画像データを記憶させる
処理が、制御コンピュータ６００からのＣ色画像データの送信が停止するまで継続される
。
【００６８】
　Ｍ色印刷プリンタ１５０ＭおよびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙにおいても、Ｍ色印刷制御
部９０ＭおよびＹ色印刷制御部９０Ｙは、上記したページタイミング信号に基づいて、レ
ーザ露光器３３でのレーザ走査露光の開始タイミングを設定する。
　それにより、Ｍ色印刷プリンタ１５０ＭおよびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙにおいても、
ページ位置合わせと各色トナー像の位置合わせとが高精度に行われる。
【００６９】
　このように、本実施の形態の印刷システム２においても、各色印刷プリンタ１５０が連
帳紙Ｐ上でのページレジストマーク（ＲＯＦ）の位置を基準として画像形成開始タイミン
グを設定することで、ページとページとの間の非印字領域の長さを細かく調整して、各色
印刷プリンタ１５０にて形成される画像の各ページの位置合わせと各色トナー像の位置合
わせとを同時に行うように構成している。それにより、ページ位置合わせおよび各色トナ
ー像の位置合わせを高精度に行うことを可能としている。
　なお、本実施の形態の印刷システム２において、各ページに予めページレジストマーク
（ＲＯＦ）が印刷された連帳紙Ｐ（所謂「プレプリント紙」）が用いられる場合には、Ｋ
色印刷プリンタ１５０Ｋにおいても、上記したＣ色印刷プリンタ１５０Ｃ、Ｍ色印刷プリ
ンタ１５０Ｍ、およびＹ色印刷プリンタ１５０Ｙと同様に、連帳紙Ｐ上に形成されたペー
ジレジストマーク（ＲＯＦ）がＫ色印刷プリンタ１５０Ｋのページレジストマーク読取部
３８Ｋを通過するタイミングに基づいて画像形成タイミングが設定される。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の一実施の形態である印刷システムの全体構成を示した図である。
【図２】第１プリンタおよび第２プリンタの構成を示した図である。
【図３】ページレジストマークおよびカラーレジストマークの一例を示した図である。
【図４】第２プリンタのＫ色画像形成ユニットにおけるレーザ露光器を制御する機能部の
構成を示した図である。
【図５】第２プリンタでの画像形成の手順を示したフローチャートである。
【図６】ページとページとの間隔を説明する図である。
【図７】本発明の他の実施の形態である印刷システムの全体構成を示した図である。
【図８】Ｋ色印刷プリンタの構成を示した図である。
【図９】Ｃ色印刷プリンタにおけるレーザ露光器を制御する機能部の構成を示した図であ
る。
【符号の説明】
【００７１】
１,２…印刷システム、３０Ｋ…Ｋ色画像形成ユニット、３０Ｃ…Ｃ色画像形成ユニット
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、３０Ｍ…Ｍ色画像形成ユニット、３０Ｙ…Ｙ色画像形成ユニット、３８Ｋ,３８Ｃ…ペ
ージレジストマーク読取部、３９Ｃ,３９Ｍ,３９Ｙ…カラーレジストマーク読取部、１０
０Ａ…第１プリンタ、１００Ｂ…第２プリンタ、１５０Ｋ…Ｋ色印刷プリンタ、１５０Ｃ
…Ｃ色印刷プリンタ、１５０Ｍ…Ｍ色印刷プリンタ、１５０Ｙ…Ｙ色印刷プリンタ、６０
０…制御コンピュータ、７００…通信ネットワーク、７０１…露光制御部、７０２…第１
バッファメモリ、７０３…第２バッファメモリ、７０４…バッファメモリ書込み制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(20) JP 5157172 B2 2013.3.6

【図７】 【図８】

【図９】



(21) JP 5157172 B2 2013.3.6

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)           Ｇ０３Ｇ  21/00    ５００　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０３Ｇ  15/00    ５１８　          　　　　　

(56)参考文献  特開平１１－２５４７９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２３１０６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２６６１２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１２６２８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３２４８３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１３９０３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２８７４２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１８７６６０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　１３／０１
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００　－　１５／０１
              Ｇ０３Ｇ　　１５／３６
              Ｇ０３Ｇ　　２１／００　－　２１／０４
              Ｇ０３Ｇ　　２１／１４
              Ｇ０３Ｇ　　２１／２０
              Ｂ４１Ｊ　　　５／００　－　　５／５２
              Ｂ４１Ｊ　　２１／００　－　２１／１８
              Ｂ４１Ｊ　　２９／００　－　２９／１８
              Ｂ４１Ｊ　　２９／２０　－　２９／３８
              Ｂ４１Ｊ　　２９／４０　－　２９／７０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

